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【問題】　△ＡＢＣにおいて、AB=2，BC=U5 +1，CA=2U2  で、△ＡＢＣの外

接円の中心をＯとする。

(1) このとき、4ABC= ア ,であり、外接円Ｏの半径は イ である。

(2) 円Ｏの円周上に点Ｄを、直線ＡＣに関して点Ｂと反対側の弧の上にとる。

△ＡＢＤの面積をＳ１，△ＢＣＤの面積をＳ２とするとき、

1S

2S
=U5 -1　……①　であるとする。4BAD+4BCD= ウ , であるか

　　ら、CD= エ AD となる。このとき、CD= オ  である。

　　　さらに、２辺ＡＤ，ＢＣの延長の交点をＥとし、△ＡＢＥの面積をＳ３，

△ＣＤＥ の面積をＳ４とすると、
3S

4S
= カ ………　②　である。

①と②より、
2S

4S
= キ 　となる。
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